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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ハウジング（２１；１，７）が、互いに結合可能な第１のハウジング部分（２１）及び第
２のハウジング部分（１，７）からなり、
　ハウジング（２１；１，７）内に置かれた板状電気部品（３５）のためフレームとして
形成された支持体（２７）が設けられ、
　支持体（２７）が、ハウジング（２１；１，７）外の電気部品とハウジング（２１；１
，７）内の板状電気部品（３５）とを接続するための電気接続手段（４，３２）を有し、
　取付け場所にハウジング（２１；１，７）を取付けるための取付け接続部（３７，３８
）が、第１のハウジング部分（２１）又は第２のハウジング部分（１，７）に設けられて
いる、
電気部品のためのハウジングにおいて、
支持体（２７）が、金属からなる第１のハウジング部分（２１）と第２のハウジング部分
（１，７）との間に配置され、ハウジングを閉じるため第１のハウジング部分（２１）及
び第２のハウジング部分（１，７）と、支持体（２７）の両ハウジング部分に対向する側
が当接した際に、第１のハウジング部分と支持体の第１のハウジング部分に対向する側と
の間、及び第２のハウジング部分と支持体の第２のハウジング部分に対向する側との間に
、パッキン（２５，３０）を収容するためのギャップが残り、これらのギャップに弾性変
形可能な第１及び第２のパッキン（２５，３０）が収容され、
それにより第１のハウジング部分（２１）、第１のパッキン（２５）、支持体（２７）、
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第２のパッキン（３０）及び第２のハウジング部分（１，７）が、板状電気部品（３５）
のために密閉空間（３６）を形成し、かつハウジング内の板状電気部品（３５）の機械的
負荷を減少する
ことを特徴とする、電気部品のためのハウジング。
【請求項２】
第１のハウジング部分（２１）の方に向いた支持体（２７）の側、及び支持体（２７）の
この側の方に向いた第１のハウジング部分（２１）の側が、第１のパッキン（２５）を収
容するためのギャップを区画するパッキン輪郭（９，１１及び１２，１３）を有すること
を特徴とする、請求項１に記載のハウジング。
【請求項３】
第２のハウジング部分（１，７）の方に向いた支持体（２７）の側、及び支持体（２７）
のこの側の方に向いた第２のハウジング部分（１，７）の側が、第２のパッキン（３０）
を収容するためのギャップを区画するパッキン輪郭（２９及び６）を有することを特徴と
する、請求項１又は２に記載のハウジング。
【請求項４】
ａ）第２のハウジング部分（１，７）のパッキン輪郭が、溝状凹所（６）によって形成さ
れ、この凹所が、このハウジング部分（１，７）の支持体（２７）の方に向いた側に配置
されており、
　ｂ）このハウジング部分（１，７）の方に向いた支持体（２７）の側のパッキン輪郭が
、このハウジング部分（１，７）の方に向いた支持体（２７）の端面にある脚（２９）よ
って形成されることを特徴とする、請求項３に記載のハウジング。
【請求項５】
ａ）第１のハウジング部分（２１）のパッキン輪郭が、段（１２，１３）によって形成さ
れ、この段が、このハウジング部分（２１）に配置されかつ支持体（２７）の方向に延び
る環状突起（２３）の支持体（２７）に面する側に配置されており、
ｂ）このハウジング部分（２１）のパッキン輪郭（１２，１３）の方に向いた支持体（２
７）の側が、段（９，１１）を有し、この段が、このハウジング部分（２１）のパッキン
輪郭（１２，１３）に対応する支持体（２７）の側のためのパッキン輪郭を形成しており
、
ｃ）環状突起（２３）の段（１２，１３）が、支持体（２７）の内側の方に向いた環状突
起（２３）の側に配置されており、
ｄ）支持体（２７）の段（９，１１）が、環状突起（２３）の段（１２，１３）の方に向
いた支持体の側に配置されていることを特徴とする、請求項２～４の１つに記載のハウジ
ング。
【請求項６】
ａ）支持体（２７）が、環状突起（２３）の段（１２，１３）の支持体（２７）の方へ延
びる環状突起（１３）を包囲するように、第１のハウジング部分（２１）の環状突起（２
３）及び支持体（２７）が形成されており、
　ｂ）第２のハウジング部分（１，７）が、その外側において支持体（２７）を包囲する
ように、第２のハウジング部分（１，７）及び支持体（２７）が形成されていることを特
徴とする、請求項５に記載のハウジング。
【請求項７】
ａ）段（１２，１３）を有する環状突起（２３）が、第１のハウジング部分（２１）に配
置されており、かつ支持体（２７）の第１のハウジング部分（２１）の方に向いた側の段
（９，１１）によって第１のパッキン（２５）を収容するギャップを区画しており、
　ｂ）溝状凹所（６）が、第２のハウジング（１，７）の段（５）の支持体（２７）の方
に向いた端面に配置されており、かつ第２のハウジング（１，７）の方に向いた支持体（
２７）の端面により第２のパッキン（３０）を収容するギャップを区画していることを特
徴とする、請求項５又は６に記載のハウジング。
【請求項８】
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ａ）第２のハウジング部分（１，７）がつぼ形に形成されており、その際、つぼ形に形成
されたハウジング部分（１，７）の支持体（２７）の方へ延びる環状の側壁（７）が、段
（５）を有し、この段に溝状の凹所（６）が配置されており、
　ｂ）第２のハウジング部分（１，７）の段（５）の方に向いた支持体（２７）の側が、
段（３１，２９）を有し、第２のハウジング部分（１，７）の方向に延びるこの段の脚（
２９）が、第２のハウジング部分（１，７）の溝状凹所（６）内に差込まれていることを
特徴とする、請求項３又は４に記載のハウジング。
【請求項９】
フレーム（２７）として形成された支持体（２７）が、環状の補強リブ（１５）を有し、
この補強リブが、支持体（２７）から離れる方へ支持体（２７）によって区画される空間
内に延びていることを特徴とする、請求項１～８の１つに記載のハウジング。
【請求項１０】
補強リブ（１５）に、両方のハウジング部分のうちの一方（２１又は１，７）の方へ延び
る支柱（１６，２２，４０，４６）が配置されており、これらの支柱が、電気部品（３５
）を支持する手段として使われることを特徴とする、請求項９に記載のハウジング。
【請求項１１】
ａ）支持体（２７）に少なくとも１つのプラグ輪郭（８又は２８）が一体形成されており
、このプラグ輪郭が、ハウジング（２１，１，７）の側壁（７）における開口（１０又は
２６）を通ってハウジング（２１，１，７）から外へ延びており、
　ｂ）電気接続手段が、プラグピン（４，３２）又はプラグソケツトとして形成されてお
り、プラグピン又はプラグソケツトが、支持体（２７）及び補強リブ（１５）内に埋め込
み形成されており、その際、プラグピン（４，３２）又はプラグソケツトの一方の端部が
、プラグ輪郭（８又は２８）によって囲まれた空間内に延びており、かつその他方の端部
が、支持体（２７）、パッキン（２５，３０）及びハウジング部分（２１，１，７）によ
って区画された空間（３６）内に延びており、
ｃ）補強リブ（１５）が、第１のハウジング部分（２１）又は第２のハウジング部分（１
，７）の方に向いたその側においてプラグピン（４，３２）又はプラグソケツトの範囲に
、少なくとも１つの窓状開口（１４，２４）を有し、この開口を通して、プラグピン（４
，３２）又はプラグソケツトのこの範囲に置かれた部分がアクセスできることを特徴とす
る、請求項９又は１０に記載のハウジング。
【請求項１２】
プラグピン（４，３２）又はプラグソケツトが、電気部品の方向へ折り曲げられることを
特徴とする、請求項１１に記載のハウジング。
【請求項１３】
ａ）板状電気部品（３５）が、少なくとも１つの支柱（１６，２２，４０，４６）の範囲
に導電手段を有し、
　ｂ）導電手段が、第１のハウジング部分（２１）又は第２のハウジング部分（１，７）
の方に向いた板状電気部品（３５）の側に配置されており、第１又は第２のハウジング部
分（２１又は１，７）が、導電手段に接し、この導電手段により、ハウジング（２１，１
，７）と板状電気部品（３５）との間の導電結合部を形成するように、第１又は第２のハ
ウジング部分（２１又は１、７）が構成されていることを特徴とする、請求項１０～１２
の１つに記載のハウジング。
【請求項１４】
ａ）支柱（１６，２２，４０，４６）が延びる方向にあるハウジング部分（１，７）に、
これらの支柱（１６，２２，４０，４６）に対向して置かれた突起（２，３４）が配置さ
れており、これらの突起が、支柱（１６，２２，４０，４６）の方へ延びており、
　ｂ）突起（２，３４）と支柱（１６，２２，４０，４６）が、その軸線方向延長部にお
いて、支持体（２７）及びハウジング部分（１，７）の結合を行なった後に、電気部品（
３５）に面する端面でこの電気部品に接するように決められており、
ｃ）導電手段が、１つの突起（２，３４）の範囲において電気部品（３５）に配置されて
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おり、かつそれによりハウジング（２１，１，７）と電気部品（３５）との間の導電結合
部を形成していることを特徴とする、請求項１０～１３の１つに記載のハウジング。
【請求項１５】
板状電気部品（３５）がプリント板として形成されており、このプリント板が開口を有し
、これらの開口によってこのプリント板が、支柱（１６，２２，４０，４６）の段部（３
，３３，３９，４３）上に押込まれ、その際、導電手段が、プリント板の少なくとも１つ
の開口の範囲におけるプリント板の突起（２，３４）の方に向いた側においてプリント板
に配置されていることを特徴とする、請求項１０～１４の１つに記載のハウジング。
【請求項１６】
ａ）補強リブ（１５）が、切り欠き（２０）を有し、
　ｂ）第１のハウジング部分（２１）又は第２のハウジング部分（１，７）に、金属材料
からなり冷却部材として使われる突起が配置されており、この突起が、切り欠き（２０）
を通って又は少なくともこの中へ電気部品（３５）の方向へ延びており、
ｃ）電気部品（３５）に、接触要素が配置されており、この接触要素が突起に接すること
を特徴とする、請求項１３～１５の１つに記載のハウジング。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、特許請求の範囲第１項の上位概念に記載の電気部品のためのハウジングに関す
る。
【０００２】
【従来の技術】
このようなハウジングは、ＰＣＴ出願第ＷＯ９１／０５４５１号明細書により公知である
。
【０００３】
公知のハウジングは、互いに結合された第１のハウジング部分及び第２のハウジング部分
からなる。両方のハウジング部分の間にフレームが締付けられており、このフレームは、
プリント板のための支持体として使われる。プリント板又はプリント板上に配置された電
気部品をハウジングの外にある電気部品と接続するために、プラグピンが使われ、これら
プラグピンは、フレーム内に埋め込み形成されている。フレーム及び両方のハウジング部
分は、合成物質からなる。湿気及び汚れに対するハウジング内部空間の密閉は、両方のハ
ウジング部分をフレームに接着し、又は合成物質溶接により互いに結合することによって
行なわれる。
【０００４】
例えば自動車車体のような取付け場所にハウジングを取付けるために、フレームにハウジ
ング取付け接続部として使われるフランジ状一体形成部が設けられており、これら一体形
成部は、フレーム周を越えて外へ延びている。
【０００５】
この公知のハウジングは、一体形成部における開口を通りかつ取付け場所にねじ込まれる
例えばねじのような取付け手段から一体形成部に作用する力、又は取付け場所にもおそら
く生じるねじり力が、フレームに、したがってプリント板及び電気部品に伝達されるとい
う欠点を有する。さらにねじは、合成物質の流動傾向によって引起こされて、自動的にゆ
るむことがある。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
それ故に本発明の課題は、ハウジング内にある電気部品の機械的負荷を減少し、かつ汚れ
等に対する電気部品の良好な保護を達成するように形成された、初めに述べたようなハウ
ジングを提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
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この課題は、特許請求の範囲第１項及び第２項に記載した本発明によって解決される。本
発明の変形及び有利な構成は、特許請求の範囲従属請求項に記載されている。
【０００８】
【発明の効果】
本発明は、とくに次のような利点を提供する。すなわち支持体と取付け接続部との分離、
及び支持体と両方のハウジング部分の少なくとも一方との間の弾性又は塑性変形可能なパ
ッキンの直接の配置によって、なるべくフレームとして形成された支持体の、従ってこれ
に結合されたハウジング内の電気部品の機械的負荷をきわめて小さく維持し、かつ電気部
品を収容するために使われるハウジングの空間の良好な密閉を維持する。支持体の高さ、
及びハウジングの１つ又は複数の側壁の高さは、ハウジングを閉じた際に、少なくとも一
方のハウジング部分と支持体のこれに向いた方の側との間にパッキンを収容するギャップ
が残るように決められている。両方のハウジング部分相互及び支持体との結合は、本発明
によるハウジングにおいて、合成物質からなるハウジングにおけるものより著しく安定で
ある。なぜなら金属からなるハウジング部分は、直接又は同様に金属製の剛体中間片を介
して互いに結合されているからである。それ故に２つのハウジング部分の間に締付けられ
た合成物質製の支持体の流動により引起こされる問題は、本発明によるハウジングにおい
ては生じない。金属からなる機械的に安定なハウジング部分に取付け接続部が配置されて
いるので、これは、合成物質部分に配置された取付け接続部よりも著しく大きな取付け力
を伝達することもできる。それ故に、例えば気圧又は液圧ブロックのようなハウジング（
部品を含む）の重量を増加する部品を、電気部品に加えてハウジング内に配置することが
可能である。
【０００９】
公知のハウジングに対する本発明によるハウジングのその他の利点は、ハウジング部分の
高価な電気めっきが省略され、かつそれにもかかわらず高度のＥＭＶ強度が保証されてい
るという点にもある。
【００１０】
ハウジング内に電力構成要素が配置されており、これら電力構成要素の熱を冷却部材を介
して放出しようとする場合、、本発明による冷却部材は、合成物質からなる支持体を通し
てハウジングから外へ案内する必要はない。なぜならこの冷却部材は、金属からなる両方
のハウジング部分のうち一方に配置されており、又は両方のハウジング部分のうち一方に
結合されており、しかも電気部品を収容する密閉された空間を区画する両方のハウジング
部分のうち一方の範囲に結合されているからである。したがって冷却部材のための通過部
の追加的な密閉は必要ない。
【００１１】
本発明の有利な構成によれば、両方のハウジング部分のうち少なくとも一方に、パッキン
を収容するために回りを囲む溝として形成されたパッキン輪郭が設けられており、このパ
ッキン輪郭内に支持体の一部が侵入している。溝の深さ及びここに侵入する支持体の範囲
は、なるべく円形横断面を有する溝内に配置されたパッキンが、両方のハウジング部分を
互いに結合した際に、軽い初応力を受けて溝側面に接するまで、支持体によって弾性的に
変形されるように決められている。
【００１２】
本発明の有利な構成によれば、他方のハウジング部分におけるパッキン輪郭は、段として
形成されており、この段は、支持体に配置された段とともに、パッキンを収容するギャッ
プを形成する。
【００１３】
フレームとして形成された支持体は、有利なように回りを囲む補強リブを有し、この補強
リブは、支持体によって区画される空間内に延びている。
【００１４】
本発明の有利な変形によれば、ハウジングの外に置かれた電気部品とハウジング内に置か
れた電気部品を接続する電気接続手段は、支持体及び補強リブ内に埋め込み形成されたプ
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ラグピン又はプラグソケットとして形成されている。支持体には、プラグピン又はプラグ
ソケットの回りを囲むプラグ輪郭が一体形成されており、このプラグ輪郭は、支持体の外
側から離れるように、ハウジングの開口を通って延びている。補強リブは、プラグピンの
範囲に窓状の切り欠きを有する。それにより、ハウジングの位置又はテスト装置の位置を
変える必要なしに、開いたハウジングの側からテスト過程を行なうことができるという利
点が達成される。
【００１５】
本発明の別の有利な変形によれば、ハウジング内にある電気部品は、支持体のための取付
け手段の範囲に導電接触位置を有し、この接触位置は、支持体が取付けられたハウジング
部分に対して、支持体を取付けた際にこのハウジング部分とともに導電結合部を形成する
ように配置されている。
【００１６】
【実施例】
次に図面により本発明の実施例を詳細に説明する。
【００１７】
図１に示したハウジングは、ハウジングの底部２１として使われる板状に形成された第１
のハウジング部分、及び蓋部１，７として使われるつぼ形に形成された第２のハウジング
部分からなる。底部２１及び蓋部１，７は、例えばねじのような図示しない結合手段によ
って、図示してないが直接又は中間片を介して、互いに結合されている。底部２１は、回
りを囲む突起２３を有し、この突起は、蓋部１の方向へ延びている。突起２３は、ハウジ
ング内部空間から離れた方に向いたその側に段１２、１３を有する。
【００１８】
蓋部１、７は、回りを囲むその側壁７が底部２１の回りを囲む突起２３を上からつかむよ
うに決められており、その際、側壁７の端面は、底部２１上に載っており、かつこの側壁
は、底部２１の外側縁と同一面において終っている。側壁７の段５に、回りを囲む溝状の
凹所６が配置されている。底部２１の段１２、１３及び蓋部１、７の溝状凹所６は、互い
に対向して置かれている。ハウジング２１、１、７は、金属からなり、かつ四角形の形を
している。
【００１９】
ハウジング２１、１、７内に、合成物質からなり支持体として電気部品のために使われる
四角形フレーム２７が配置されている。フレーム２７は、補強リブ１５として使われる回
りを囲む突起を有し、この突起は、底部２１及び蓋部１、７に対して実質的に平行に延び
て、フレーム２７によって区画される空間内に延びている。
【００２０】
補強リブ１５は、互いに流動的に移行する４つの部分範囲を有し、その際、それぞれ１つ
の部分範囲が、フレーム２７のそれぞれ１つの辺に対応している。補強リブ１５の４つの
移行範囲（角）に、蓋部１、７の方に延びた４つの支柱１６及び２２が一体形成されてい
る。図面には２つの支柱だけが示されている。それぞれの支柱１６及び２２は、その自由
端に段を有する範囲３又は３３を有する。支柱１６又は２２は、プリント板３５として形
成された電気部品のため支持台として使われる。プリント板３５は、その４つの角範囲に
通過開口を有し、それによりこのプリント板は、支柱１６及び２２の段を有する端部範囲
３及び３３上に押込まれている。支柱１６及び２２の自由端に対向して蓋部１、７に、支
柱１６及び２２の方に延びた突起２及び３４が配置されている。支柱１６及び２２の段を
有する範囲３及び３３の高さは、プリント板３５の厚さよりわずかであり、かつ突起２、
３４及び支柱１６、２２の軸線方向長さは、これらによりプリント板が保持されるように
決められている。
【００２１】
突起２及び３４は、その長手軸線の方向に延びかつねじを備えたブラインドホールも有す
る。この時、突起２及び３４のブラインドホールと同軸的に支柱１６及び２２に、通過穴
が配置されており、これら通過穴は、ねじを収容するために使われ、これらねじは、突起
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２及び３４から離れた方の支柱１６及び２２の側から通過穴内に導入されており、かつ突
起２及び３４のブラインドホール内にねじ込まれている。この時、ねじとして形成された
結合要素によってフレーム２７は、ハウジング２１、１、７の蓋部１、７に取付けられて
いる。
【００２２】
支柱１６、２２及び突起２、３４は、電気部品を支持する支持体のため支持手段として使
われる。
【００２３】
プリント板３５の通過開口の範囲においてプリント板に、例えばはんだのような導電手段
が配置されており、この導電手段に、ハウジング２１、１、７の蓋部１の突起２、３４が
接している。この様式及び方法により、ハウジングへの電気部品３５のコスト上望ましい
ＥＭＶ結合が達成されている。
【００２４】
電気部品をプリント板３５に装備した後に、はんだごてを有する自動動作する装置におい
て必要なはんだ結合を行なうことができるようにするために、フレーム２７において取付
け補助として使われかつ支柱１６及び２２と同じ方向に延びたスペーサ１９が、補強リブ
１５に配置されており、これらのスペーサは、はんだ付け過程のの際にプリント板３５の
過圧（たわみ）を防止する。はんだ付け過程の際にプリント板３５をフレーム２７に保持
することができるようにするため、補強リブ１５にスペーサ１９と同じ方向に延びた弾性
変形可能な係止フック１７を有する突起１８が配置されており、その際、係止フック１７
は、プリント板３５を上からつかむ。
【００２５】
フレーム２７は、底部２１の方に向いた側に段９、１１を有し、この段は、底部２１の回
りを囲む突起２３の段１２、１３に対向している。フレーム２７の第１のパッキン輪郭と
して使われる段９、１１及び底部２１のパッキン輪郭として使われる段１２、１３は、互
いに向き合っており、かつこのようにして第１のパッキンリング２５を収容するためのギ
ャップを区画している。フレーム２７と底部２１の回りを囲む突起及びフレーム２７の段
９、１１と突起２３の段１２、１３は、フレーム２７の段９、１１の底部２１の方向へ延
びた脚１１が、その外側において突起２３を上からつかみ、かつ底部２１に配置された突
起２３の段１２、１３の蓋部１、７の方向に延びた脚１３が、フレーム２７の内側を上か
らつかむように決められている。この処置により底部２１上においてフレームは心出しさ
れている。
【００２６】
蓋部１、７の方に向いたその側においてフレーム２７は、同様にフレーム内側に置かれた
段２９、３１を有し、その際、ハウジング２１、１、７の蓋部１、７の側壁７に対して平
行に延びたフレーム２７の段を有する範囲の脚２９は、蓋部１、７の溝状凹所６内に延び
ている。フレーム２７の脚２９及び溝状凹所６を区画する蓋部１、７の壁により、第２の
パッキンリング３０を収容するギャップが区画されている。蓋部１、７は、フレーム２７
の外側によって心出しされる。フレーム２７のこの側の段は省略してもよい。この時、蓋
部１、７の側壁７における溝状凹所６は、さらに広く形成される。
【００２７】
フレーム２７の高さは、ハウジング２１、１、７を閉じた際に、蓋部１、７の溝状凹所６
の底部とフレーム２７のこれに対応する端面との間、及びハウジング２１、１、７の底部
２１の突起２３の段１２、１３とフレーム２７のこれに対応する端面の段９との間に、パ
ッキン３０又は２５を収容するギャップが残るように決められている。
【００２８】
この処置により、ハウジング２１、１、７の蓋部１、７と底部２１を互いに結合する際に
かつ取付け場所にハウジングを取付ける際にも、フレーム２７に大きな力が作用しないこ
とが保証されている。フレーム２７とハウジング２１、１、７の蓋部１、７との間、及び
フレーム２７とハウジング２１、１、７の底部２１との間に、初応力を受けてＯリングと
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して形成された両方のパッキン３０及び２５だけがある。
【００２９】
フレーム２７に、外方へフレーム２７から離れるようの延びたドーム状のプラグ輪郭８及
び２８が一体形成されており、これらプラグ輪郭は、蓋部１、７の側壁７における開口１
０及び２６を通ってハウジング２１、１、７から外へ延びている。フレーム２７及び補強
リブ１５内に、プラグ輪郭８及び２８の範囲においてプラグピン４及び３２が埋め込み形
成されており、これらプラグピンは、ドーム状プラグ輪郭８又は２８内に延びており、か
つハウジング２１、１、７内にあるこれらプラグピンの部分は、補強リブ１５の範囲にお
いて蓋部１、７の方向へ折り曲げられている。補強リブ１５は、プラグピン４及び３２の
範囲に窓状開口１４及び２４を有し、これら開口を通してそれぞれのプラグピン４又は３
２の部分範囲が、ハウジング２１、１、７の蓋部１、７を取り外した際又は底部２１を取
り外した際に、アクセスすることができる。それぞれのプラグピン４又は３２の折り曲げ
られた部分の端部は、プリント板３５におけるこれに対応する通過開口を通って案内され
ており、かつ導電要素を介してプリント板に結合されている。プリント板３５は、補強リ
ブ１５における窓状開口１４及び２４を完全には覆わないので、プリント板３５を取付け
た際にプラグピン４及び３２がテスト装置のためにフレーム２７の両側からアクセスでき
るように決めることができる。
【００３０】
フレーム２７の補強リブ１５は、切り欠き２０を有し、この切り欠きを通してハウジング
２１、１、７の底部２１に配置された図には示されていない冷却部材が延び、又はこの中
へプリント板の方向に延びることができ、この時、この冷却部材は、プリント板３５上に
配置された電力ブロックの金属部分に接するように決められている。
【００３１】
電気部品が置かれたハウジング内部空間－ハウジング２１、１、７の密閉された空間３６
－の範囲の密閉は、蓋部１、７とフレーム２７の間及び底部２１とフレーム２７の間にお
いて直接行なわれ、かつプラグ（プラグ輪郭８、２８及びプラグピン４、３２は、フレー
ム２７に一体形成され、又はこの中に埋め込み形成されているので、蓋部１、７と底部２
１の間のパッキンは、もはや必要ない。底部２１に、取付け場所においてハウジング２１
、１、７のために取付け接続部３７、３８として使われかつハウジング２１、１、７から
側方へ離れるように延びた突起３８が設けられており、これら突起は、例えばねじのよう
な取付け手段を収容する通過開口３７を有する。図には簡単化のため１つの取付け接続部
しか示されていない。
【００３２】
蓋部１、７及び底部２１に取付け接続部として使われるこのような突起を配置することも
可能である。同様に取付け接続部は、両方のハウジング部分を貫通する通過開口によって
形成してもよい。この時、突起は省略することができる。
【００３３】
図２に、前にすでに説明したフレーム２７の平面図が示されている。わかりやすくするた
め、図１に示した部品と同じ部品は、同じ符号を有する。
【００３４】
すでに述べたように、フレーム２７は四角形に形成されており、かつ内方へ延びた回りを
囲む補強リブ１５を有し、この補強リブは、フレームと一片で形成されている。補強リブ
１５は、互いに流動的に移行する４つの部分範囲を有し、その際、それぞれ１つの部分範
囲は、フレーム２７のそれぞれ１つの辺に対応している。補強リブ１５の４つの移行範囲
（角）に４つの支柱１６、２２、４０及び４６が配置されており、これら支柱は、補強リ
ブ１５と一体に形成されている。４つの支柱１６、２２、４０、４６それぞれは、その自
由端範囲に段を有する範囲３又は３３又は３９又は４３を有し、この範囲上にプリント板
の通過開口が押込まれる。プラグピン４、３２の範囲において補強リブ１５に配置された
窓状開口１４、２４が、はっきりとわかる。被覆射出成形過程を簡単にするために、それ
ぞれ１つのプラグのプラグピン４又は３２は、ここには図示されていない橋絡片によって
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互いに結合されている。橋絡片は、フレーム２７が完成した後、窓状開口１４、２４を通
して案内される押し抜き工具によって取り除かれる。
【００３５】
スペーサ１９、４１、４４及び４５によって、はんだ付け過程におけるプリント板の過圧
は防止される。係止フック１７又は４２を備えた突起は、すでに述べたように、はんだ付
けの際又は取付けの際にフレームにプリント板を固定するために使われる。
【００３６】
両方のハウジング部分のうち一方、なるべく底部２１は、例えば電気又は電磁的に操作可
能な制御弁のような装置のハウジング又はハウジング部分によって形成してもよいので、
フレーム２７及び蓋部１、７だけをあらかじめ組み立てればよく、かつこの時すでにフレ
ーム２７に結合された蓋部１、７は、ハウジング２１、１、７のための底部２１を形成す
る装置の範囲上にかぶせられ、かつこれに結合される。
【００３７】
ハウジングとフレームは、明らかに例えば多角形、円形、楕円形等のような四角形から外
れた形をしていてもよい。第１のハウジング部分と第２のハウジング部分の間に、剛体材
料からなるスペーサとして使われる中間片を配置することができる。この時、両方のハウ
ジング部分は、この中間片を介して互いに結合されており、その際、中間片のそれぞれ一
方の側に対応する両方のハウジング部分の側は、中間片に接している。
【００３８】
フレームがハウジング内に配置されており、フレームと両方のハウジング部分との間にお
いてフレームによって区画された空間の密閉が行なわれ、かつ両方のハウジング部分の互
いに向き合った端面が、互いに又は両方のハウジング部分の間に配置された中間片に接し
ているように、フレームの高さ及びハウジングの１つ又は複数の側壁の高さが決められて
おり、かつフレームの互いに離れた方に向いた両方の端面とこれらに対応するハウジング
部分との間に、パッキンを収容するギャップが残るようにすることは、本発明にとってと
くに重要である。１つ又は複数のプラグピンのハウジングから突出した部分を除いて、フ
レームによって支持される電気部品は、フレーム、両方のハウジング部分及び両方のパッ
キンによって形成されたハウジングの閉じた空間内に置かれている。電気部品は、フレー
ム高さを越えて突出する場合、すなわちハウジングの底部及び／又は蓋部の方向へフレー
ムを越えて外へ延びている場合にも、フレームによって区画されたハウジングの空間内に
置かれると見なされる。
【００３９】
プラグピンの代わりにプラグソケットをフレーム及び補強リブ内に埋め込み形成してもよ
いことは明らかである。
【００４０】
電気部品は、前記のようにプリント板であることができる。しかしこれは、電気導体用の
コネクタ又はその他任意の電気又は電子装置であってもよい。
【００４１】
ハウジングが金属からなり、かつ電気部品が導電要素を介してハウジングに接続されてい
ることにより、簡単な様式及び方法で良好なアース接続を行なうことができ、かつハウジ
ング内の電気部品のために良好なＥＭＶ保護が保証されている。
【００４２】
フレーム及びハウジング部分におけるパッキン輪郭は、一方の部品における段、高所又は
凹所として、かつ他方の部品におけるこれと共同動作する段、凹所又は高所として形成す
ることができる。パッキンのための支持面は、平らにし、又は凸状又は凹状に湾曲するこ
とができる。
【００４３】
一方の部品におけるパッキン輪郭を溝状凹所として、かつ他方の部品におけるパッキン輪
郭を高所として形成し、この高所を凹所内に侵入させるか、又は両方の部品におけるパッ
キン輪郭を段として形成し、これら段が、パッキンを収容する空間を区画するように互い
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に配置されていれば、とくに有利である。
【００４４】
電気部品用の支持体を板として又は底部を備えたフレームとして形成することも可能であ
る。この時、電気部品を支持する支持体の側とこの側に対応するハウジング部分との間に
だけ、パッキンを配置する。
【００４５】
この時、電気部品を支持する支持体の側、パッキン及び支持体のこの側に対応するハウジ
ング部分によって、閉じた空間が形成され、この空間内に電気部品が配置されている。
【００４６】
フレームが底部を持たない場合、互いに離れた方に向いたフレームの端面とこれに対応す
るハウジング部分との間に、それぞれ１つのパッキンを配置しなければならない。この時
、電気部品を収容する閉じた空間は、両方のハウジング部分、フレーム及び両方のパッキ
ンによって形成される。
【００４７】
本発明の最後に述べた実施例の格別な利点は、次の点にある。すなわち電気部品用の支持
体は、２つの弾性部品の間に、すなわち両方のパッキンの間に支持されており、それによ
り支持体と電気部品も、きわめて効果的に機械的作用（例えば振動）から保護されている
。
【００４８】
このような保護は、もちろん支持体の一方の側とこの側に対応するハウジング部分との間
にだけ弾性部品が、すなわちパッキンが配置されている場合でも、限定された枠内で得ら
れる。この時目的にあうように、他方のハウジングに支持体を支持する手段は、弾性変形
可能な材料、例えば金属、合成物質又はゴム弾性要素からなるようにする。
【００４９】
１つ又は複数のパッキンが弾性変形可能である場合、これ又はこれらは、本発明の対象に
おいて二重の機能を有し、すなわち弾性支持要素の機能及び密閉機能を有する。
【００５０】
１つ又は複数のパッキンは、一方のハウジング部分に対応する支持体の端面における弾性
又は塑性変形可能な突起によって、又は支持体の一方の端面に対応する一方のハウジング
部分の側における弾性又は塑性変形可能な突起によって形成してもよい。
【００５１】
本発明によれば、１つ又は複数のパッキンを、一方において支持体の外側周面にかつ他方
において支持体のこの周面に対応するハウジング部分の壁の側に接するように、１つ又は
複数のハウジング部分と支持体との間に配置することも可能である。
【００５２】
パッキンは、なるべく弾性変形可能な材料からなる。しかしこれらは、例えば発泡合成物
質材料のような塑性変形可能な材料からなることもできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】フレームとプリント板を有するハウジングを示す断面図である。
【図２】図１に示したハウジングのフレームを示す平面図である。
【符号の説明】
１　ハウジング部分
４　電気接続手段
７　ハウジング部分
２１　ハウジング部分
２５　パッキン
２７　支持体
３０　パッキン
３２　電気接続手段
３５　電気部品
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３６　空間
３７　取付け接続部
３８　取付け接続部

【図１】

【図２】
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